
Respect Others（リスペクト アザース） 

校長  阿部 康夫 

２学期を締めくくる校内ロードレースはあいにくの雨天ではありました

が、沿道からの熱い応援のおかげで、出走した児童生徒は全員完走を

果たせました。応援いただいた皆様に本当に感謝です。そして、悪天候の中、走りぬいた児童生

徒たちへは感動と勇気をもらったことに感謝とリスペクトの気持ちを伝えたいと思います。 

さて、本校では 12月を人権月間と定め、人権尊重の意識高揚を目的とした取組を行いまし

た。今年度は株式会社奄美航空様のご支援で沖縄から竹内清文さんをお招きして人権教室を開

催したり（裏面で紹介）、阿木名読み聞かせ隊の皆さんによる人権絵本の読み聞かせや職員による人

権作文の朗読を行ったりしました（内容は公式インスタグラムをご覧ください）。  

１２月１０日は１９４８年に「世界人権宣言」が採択されたことから、この日は「世界

人権デー(World Human Rights Day)」とされています。当時は第二次大戦により世

界中で多くの人権侵害があったことから、「すべての人民とすべての国とが達

成すべき共通の基準」として採択されました。それから８０年近く経ちますが、多

くの人権侵害は無くなっていません。ぜひ、国を越えて、民族、宗教、人種、性

別などについて認め合い、様々な差別解消に取り組んでほしいものです。 

人権教室の中で竹内さんが「『認める』とはどういうことかなぁ？小学１年生に説明でき

る？」と子どもたちへ質問されました。なかなか難しい質問です。子どもたちも自分なりに考え、

意見交換をしていました。私も「どう言うかな？」と考えましたが、うまい説明は思いつきませんで

した。その代わりに、以前読んだ坪井洸さん（鎌倉市立御成中３年：当時）の人権作文「リスペクト・アザー

ス」という題名を思い出しました。もっと難しいと思うかもしれませんが、一部分を紹介します。 

僕は、アメリカのサンディエゴで生まれて、十歳半まで生活し、地元の学校に通った。そこ

で出会った先生たちが何度も口にした『respect others（リスペクト・アザース）』という言葉は、今も

僕の行動や考え方に大きな影響を与えている。僕のクラスには、肌の色も髪の色もいろいろ

な人がいた。物心ついたときには、周囲にいろいろな人種の人がいるのが当たり前だった

ので、自分がまわりの人と違っていることも当然だと思っていた。どこの国でも同じだと思

うが、集団生活が始まると、誰かが意地悪をしたとか、誰かにいじめられたとか、人間関係

のトラブルが起こってくる。そんなとき、先生たちは必ず『リスペクト・ア

ザース』と言い、反省を促した。『リスペクト』の意味もわからない頃か

ら、ことあるごとに繰り返し叩き込まれた。日本語にすると、「他の人の

ことを尊重しなさい」というような意味なのだが、今思うと「意地悪し

ないで、みんな仲良くしなさい」とか、「いじめはダメ」というそのとき

の行動を注意するのではなく、その行動を起こしてしまった根本の考え

方を問題にしていることになる。 

筆者の住んでいたサンディエゴはかつてひどい人種差別があり、その反省から、このような教

育がなされているそうです。よくない行動に対して、私たち大人はついつい怒ってしまいます。し

かし、「怒られるからしない」では、心に人権尊重の気持ちは根付いていません。「どうしてよくな

いか」を考えさせることが「認める」ことにつながっていくと思います。年末年始は遠くに住む親類

と会うかと思います。ぜひ、多様な考えに触れる機会にしてもらいたいです。 

家族団らんで、よいお年をお迎えください。来年もよろしくお願いします。 
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≪ 生徒総会(中学校) ≫ 
11 月 17 日(月)5 校時に後期の生徒総会が行われました。生徒会が

2 年生を主にした新体制に引き継がれ初めての大きな行事となりまし

た。資料は旧役員と新役員が協力し作成しました。初めに任命式が行わ

れた後、旧役員からは活動報告の発表、新役員は抱負と活動計画の発表

が行われました。各学級からの提出議題については、「朝ボランティアの復活を」→「でもみ

んなでやれる放課後の清掃がいいのでは」と活発な意見交換がなされました。これから 1 年間、本校を中心にな

って支えていく生徒会役員に期待したいと思います。 
≪ 三校集合学習(中学校) ≫ 
１１月２１日（金）に篠川中・油井中・阿木名中の三校合同学習が今年度も本校で行

われました。レクリエーション、ミニ運動会、学年ごとの給食、午後からは奄美高校

の情報処理科と家政科の先生方による授業を体験しました。いろんな企画を通し

て交流が深まり、昼休みは校庭や教室、体育館でそれぞれ楽しそうに遊ぶ姿が多くみられま

した。午後からの体験授業では家政科の保育分野の学習でカレンダー作り、情報処理科の

学習はCanvaでおすすめの場所をテーマにWEBページの作成をしました。多くの人と交

流できて楽しい時間を過ごせたなどの感想も閉会式で聞かれ、うれしい気持ちになりまし

た。今回の集合学習をきっかけに三校のつながりがさらに深まってくれることを願っています。 
≪ 人権教室 ≫ 

12 月は人権月間です。人権月間の取り組みとして１２月 3 日(水)に NPO 法人レ
インボーハート okinawa 理事長の竹内清文さんをお招きして全校児童生徒に
LGBTQ や性の多様性をテーマに発達段階に合わせてお話ししていただきました。竹
内さんの幼少期・学生時代の話や、異年齢による話し合い活動を通して、「すきなこと
はたからもの」「まわりとちがってもだいじょうぶ」というメッセージが、児童生徒に届
いたようです。特に、チームがうまくいくには「安心」が重要であるという、心理的安全性の話が
心に残った児童生徒が多かったようです。今後の日常生活や子どもたちの児童会・生徒会活動
に活きてくることと思います。 

≪ ロードレース大会 ≫<校内ロードレース大会結果>  ： １２月１3日（土） 
    各学年１位  記録 (新:新記録） 
小学１年 男子  中村旭大   ４分２１秒  女子 加藤櫻子     ５分０５秒  
小学２年 男子  稲葉奏心   ４分０５秒  女子 矢野満希     ５分４１秒 
小学３年 男子  吉田玄汰   ６分５３秒  女子 武富友希乃    ９分０３秒       
小学４年 男子  玉利光希   ６分０４秒  女子 時田蘭華     ８分４３秒 
小学５年 男子  久原望羽   ９分０２秒  女子 篠田風香    １０分１２秒         
小学６年 男子  朝田琉ノ介  ９分０５秒  女子 坂元智華    １０分１１秒 
中   学 男子  青堀空斗夢 １３分５４秒  女子 久原日桜里   １３分５０秒 
全員完走、頑張りました。この日のために授業の時間や、放課後の時間を使って自主練習をするなど多くの子ど
もたちが努力してきました。保護者や地域のみなさん、役員や沿道からの大声援ありがとうございました。 
門松づくり 
１３日（土）放課後に林さん、嘉原さん、屋崎さんに指導をいただきながら、中学生が門

松つくりを行いました。竹を切ったり、飾り付け、砂の運搬などを分担しながら手際よく
作業を進めました。おかげで立派な門松が完成しました。ありがとうございました。 

 
〈 １月行事 〉 
1日（木）元旦 
8日（木）始業式・大掃除 
１０日(土)土曜授業、  
音楽鑑賞：奄美オーケストラ 

１２日（月）㊗成人の日 
１３・１４日（火・水）中 3実力試験 
１３・１４日(火・水)小５鹿児島学力学習状況調査 
１５・１６日(木・金)中１鹿児島学力学習状況調査 
１６日（金）阿木名読み聞かせ 
１９日（月）学校集金振替日 
２０・２１日（火・水）中２鹿児島学力学習状況調査 
２１・２３日(水・金)新入児連絡会 
２３日（金）英語検定 
２８日（水）中学校入学説明会 

学校保健委員会・家庭教育学級、給食試食会 
１１月２６日(水)に学校保健委員会・家庭教育

学級、給食試食会が行われました。「食育と成長
期に大切な栄養」というテーマで本町栄養教諭
の鎌田理恵先生に講話していただきました。苦
手な料理に対して「一口（ひとくち）チャレンジ」
を繰り返しながら苦手を克服することや成長ス
パートと呼ばれる小学高学年の時期から中学生
の時期にカルシウム・鉄・ビタミン D の摂取が特
に必要であることなど学びの多い時間となりま
した。食を通して心と体が
健やかに成長できるよう
これまで以上に食育につ
いて考えていただけると
ありがたいです。 


